




母子関係は,人間関係の中で独得の位置を占めている。過去,母子関係論的知見が,臨床場面

での応用に必ずしも成功をおさめてきたといえないのは,人間関係論自体の臨床応用への

原則が未確立であることとともに,この特異性が大きく作用している為と考えられる。前年

度先行報告の分析を基に,「人間関係論の臨床的適用の原則」を仮説的な尺度を設定したが,

この尺度に従って,その特異性の占める位置を検討したい。 


